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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究は、免疫能が正常な個体におけるサイトメガロウイルスによる角膜内皮炎の発生

機構を解明するために、細胞傷害性T細胞（CTL）反応とサイトメガロウイルス角膜内皮炎

の転帰や予後との関連を検討したものである。その結果、サイトメガロウイルス抗原蛋白

であるpp65特異的CTL応答が再発を抑え、内皮細胞の消失から角膜を保護することを明ら

かにした。一方、別のサイトメガロウイルス抗原蛋白であるIE1特異的CTL応答は、適切な

pp65特異的CTL応答が誘導されない場合、角膜移植や緑内障手術を必要とする予後不良因

子となることが判明した。本論文の内容は、角膜内皮傷害の予防・診断・治療につながる

重要な知見であり、眼科領域において明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


